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生活道路用柵  

平成２８年１２月 防護柵の設置基準・同解説 改訂 
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 平素は、防護柵委員会の活動に格別のご協力、ご指導賜り厚く御礼申し上げ
ます。 

さて、一昨年度改定となりました平成28年12月防護柵の設置基準・同解説の改

定で「生活道路用柵」の追記がなされました。当協会も幅員が狭い道路において
も歩行者等を保護できるようにするため、積極的に防護柵設置の啓蒙・普及活
動を進める必要があると考え、当協会ホームページへの生活道路向防護柵の
掲載を行いました。 

生活道路用柵  
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幅員が狭い道路においても歩行者等を保護できるようにするため、 

   歩道等への車両の進入防止と歩行者等の横断防止などを目的とした「生活道路用柵」について解説を追加。 

改定内容 

改訂時期 平成２８年１２月 （前回改定：平成２０年１月） 

防護柵の設置基準・同解説の改訂点( 「生活道路用柵」について解説を追加) 

 

生活道路対策 

改定のポイント 

 『生活道路用柵』は、何故 必要か 

京都府亀岡市での事故をはじめ、痛ま
しい通学路事故が後を絶たない。 

八幡市で2013年9月24日、集
団登校中の列に車が突っ込み、
児童５人が重軽傷を負った事
故が発生 



3 改訂点  生活道路対策 

引用：狭い道路に設置しやすい「生活道路向け防護柵」の実車衝突実験 －通学路等の交通安全に向けて－ （国土技術政策総合研究所） 

背景：平成27年2月、生活道路へ向けた新たな防護柵の実車衝突実験が実施されました。 
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引用：狭い道路に設置しやすい「生活道路向け防護柵」の実車衝突実験 －通学路等の交通安全に向けて－ （国土技術政策総合研究所） 

改訂点  生活道路対策 



5 改訂点  生活道路対策 

「生活道路向け防護柵」実車衝突実験 

          （平成27年2月10日 国土技術政策総合研究所）   

◇ 衝突条件 ◇ 

       車両質量：中型車(8t) 

       衝突速度：40km/h 

       衝突角度：10度 

引用：狭い道路に設置しやすい「生活道路向け防護柵」の実車衝突実験 －通学路等の交通安全に向けて－ （国土技術政策総合研究所） 



6 改訂点  生活道路対策 

第3章 歩行者自転車用柵  3-1 設置区間 （解説） 

「生活道路用柵」として、新たな強度の設定が行われた。 
 
  ※歩行者自転車用柵（P種）の解説に追加 
                                 
       新たな種別の設定は行われていない。 

＝
 

出典：防護柵の設置基準・同解説 （社団法人 日本道路協会 平成28年12月） 



7 改訂点  生活道路対策 

学校周辺や通学路の
交通安全対策に 
適した防護柵。 
原則として、 
歩車道境界に設置。 

学校 

走行速度が高い 

線形条件が厳しい 

出典：防護柵の設置基準・同解説 （社団法人 日本道路協会 平成28年12月） 



8 改訂点  生活道路対策 

強 

強 

度 

弱 

狭 広 製品幅 

横断防止柵 
■（種別：Ｐ種） 

 

車両用ガードパイプ 
■Ｇｐ－Ｃｐ－２Ｂ（種別：Ｃ種） 
  

衝撃度：４５ＫＪ 

防護柵幅：約１９４ｍｍ 

衝撃度：０．９ＫＪ 

防護柵幅：約６０ｍｍ 

衝撃度：１５ＫＪ 

防護柵幅：約１５５ｍｍ 

基本的には車両用防護柵の考え方に準拠。 
ただし、乗員の安全性（加速度）については満足する必要なし。 
また、変形量に対する考え方も車両用防護柵とは異なる。 

衝撃度は車両用防護柵C種の1/3 

出典：防護柵の設置基準・同解説 （社団法人 日本道路協会 平成28年12月） 



9 改訂点  生活道路対策 

トラック→ 

乗用車→ 

出典：防護柵の設置基準・同解説 （社団法人 日本道路協会 平成28年12月） 



10 改訂点  生活道路対策 

(25mm以上) 

(250mm～450mm) 

トラック 
↓ 

乗用車 
↓ 

この仕様案を満たす場合は、 
衝突条件C（中型トラック8t） 
の衝突のみで条件を満たせばOK 

車両用防護柵は最大進入行程による規定。 
生活道路用柵は残留変形量による規定（0.15ｍ）。 

※補足：最大進入行程 

出典：防護柵の設置基準・同解説 （社団法人 日本道路協会 平成28年12月） 



11 改訂点  生活道路対策 
出典：防護柵の設置基準・同解説 （社団法人 日本道路協会 平成28年12月） 



12 改訂点  生活道路対策 

生活道路用柵 



13 改訂点  生活道路対策 

※基礎寸法については、 
同委員会にお問い合わ
せください 


